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６月定例会の概要

○令和元年度一般会計補正予算を可決
○上下水道事業審議会の委員構成を変更

宝塚市非核平和都市宣言記念事業

「平和」みる・きく・伝える展
が開催されました（市立東公民館）
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新しい市議会の構成
新たな時代、新たな市議会は 新たな体制で議論を尽くしていきます！！！

委員会名 委　　員 所　　管

議会運営委員会

◎寺本早苗、〇浅谷亜紀

　石倉加代子、江原和明

　北山照昭、田中こう

　 6 人の委員で構成し、議会の円滑な運営のため、
本会議に関することなどについて、議論して決定
します。常に、効率的な運営を心がけて協議して
います。
　なお、議会運営委員会の会議には、議長、副議
長も出席することになっています。

議会改革検討委員会

◎中野　正、〇冨川晃太郎
　伊庭　聡、岩佐まさし
　梶川みさお、北野聡子
　くわはら健三郎、となき正勝
　藤岡和枝

　議長、副議長と各会派から選出された委員の 9
人で構成し、議会基本条例に基づき、議会改革の
取り組みを進めていくための検討や検証を行って
います。

広報広聴委員会

◎三宅浩二、○風早ひさお

　大島淡紅子、川口　潤

　村松あんな、横田まさのり

　各会派から選出された委員 6 人で構成し、市民
の皆さまに市議会や市政に関心を持っていただこ
うと、この議会報かけはしの発行、議会ホームペ
ージ、インターネット配信、エフエム宝塚の活用、
議会報告会や意見交換会の実施などの広報広聴活
動に取り組んでいます。
※11月 9 日（土）には、議会報告会を開催します。

　

８
人
の
委
員
で
構
成
し
、
産
業
、
文
化
、
道
路
、
上
下
水
道
、
市
営

住
宅
、
消
防
、
防
災
、
ご
み
政
策
、
墓
園
事
業
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

担
当
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
関
す
る
「
執
行
機
関

の
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例
の
改
正
」
や
市
営
住
宅
に
関
す
る

「
訴
え
の
提
起
」
な
ど
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
人
の
委
員
で
構
成
し
、
福
祉
、
教
育
、
介
護
保
険
、
市
立
病
院
、

市
民
協
働
、
市
の
広
報
・
広
聴
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
な
ど

を
担
当
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
「
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会
条
例
の
制
定
」

や
市
立
幼
稚
園
２
園
を
廃
止
す
る
た
め
の
「
市
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
改
正
」
な
ど
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
人
の
委
員
で
構
成
し
、
市
の
政
策
や
方
針
に
つ
い
て
、
市
の
税
金

に
関
す
る
こ
と
、
予
算
や
決
算
な
ど
の
財
政
や
会
計
に
つ
い
て
、
人
事

管
理
や
庁
舎
管
理
、
人
権
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
担

当
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
本
年
度
予
算
に
関
す
る
「
補
正
予
算
」
や
「
市

税
条
例
等
の
改
正
」
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

総務常任委員会
上段左から　村松あんな、冨川晃太郎、藤岡和枝、寺本早苗
　　　　　　となき正勝、くわはら健三郎
下段左から　〇山本敬子、◎大川裕之、梶川みさお

産業建設常任委員会
上段左から　江原和明、◎岩佐まさし、北山照昭、石倉加代子 
　　　　　　田中大志朗
下段左から　大島淡紅子、〇たぶち静子、池田光隆

文教生活常任委員会
上段左から　北野聡子、◎田中こう、〇三宅浩二、浅谷亜紀 
下段左から　伊庭　聡、横田まさのり、川口　潤、風早ひさお

　 5 月15日の本会議において、議会運営委員会および常任委員
会の委員について報告があり、各委員会の構成が決定しました。
（◎委員長、○副委員長）
　今回の 6 月定例会から、議案の審査など、本格的な委員会活
動が始まっています。今後 1 年間この議会構成で活動しますの
でよろしくお願いします。

その他の委員会
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　 6 月定例会では、市長から提案された議案など計36件について審議しました。
　提出された議案は一部を除き、 3 つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託
し、慎重に審査しました。
　ここでは、各常任委員会で審査された主な議案を報告します。

6 月定例会の議案審議から6月定例会の議案審議から

業務改革支援手数料などについて議論

■令和元年度宝塚市一般会計補正予算（第 1 号）

概要　令和元年度一般会計の歳
さ い

入
にゅう

歳
さ い

出
しゅつ

予
よ

算
さ ん

の総
そ う

額
が く

からそれぞれ8,785万 2 千円を減
げ ん

額
が く

し、

補
ほ

正
せ い

後
ご

の総額を 793 億3,214万 8 千円とするものです。

主な審議内容　今回、財
ざ い

政
せ い

調
ちょう

整
せ い

基
き

金
き ん

3,500万円余の取り崩しを計
け い

上
じょう

している理由はとの

問いに対し、西谷中学校校
こ う

舎
し ゃ

等
と う

改
か い

修
しゅう

工
こ う

事
じ

について、平成31年 4 月16日付で国
こ っ

庫
こ

補
ほ

助
じ ょ

金
き ん

交付の内
な い

示
じ

があり、校舎等改
か い

築
ち く

工事費として国庫支出金と地方債を除く2,396万 5 千円

の一般財源が必要となったこと、業
ぎょう

務
む

改
か い

革
か く

支
し

援
え ん

手
て

数
す う

料
りょう

として、情
じょう

報
ほ う

通
つ う

信
し ん

技
ぎ

術
じゅつ

利
り

活
か つ

用
よ う

事

業費補助金を除く1,328万 4 千円の一般財源が必要となったことが主な事
じ

由
ゆ う

であるとの

答弁がありました。

　今回の補正予算でＲＰＡ（ロボットによる業務の自動化）に1,595万円をかけ、臨
り ん

時
じ

職員 1 人分の 1 年間の業務を削減するとのことでは費
ひ

用
よ う

対
た い

効
こ う

果
か

に合わないように感じ

るが、どのように考えているのかとの問いに対し、働き方改革を実現しようと考えて

おり、来年度以降、具体的に展
て ん

開
か い

していくためのもので、ツールの導入が目的ではな

く、ツールを活用して職員自
みずか

らが働き方を考え、働き方を変えることができるとの実

感をつくることが目的の研究と考えているとの答弁がありました。

　いじめ防止対策推進事業の「ＣＡＰ」いじめ防止プログラムについて、今後の展開

はどのように考えているのかとの問いに対し、専門家による取り組みは非常に重要で、

ＣＡＰの必要性を感じているので今後も続けていきたい、さらにＣＡＰ以外の有効な

取り組みがあれば、他市の事例を参考にしながら、いじめ防止に努めていきたいとの

答弁がありました。

　その他、バス路
ろ

線
せ ん

試
し

走
そ う

運
う ん

行
こ う

補助金に関して、新たな事業者での採
さ い

算
さ ん

性
せ い

についての考

え、レセプトデータ分
ぶ ん

析
せ き

業
ぎょう

務
む

委
い

託
た く

の効果、ため池マップ作成の目的、消防団員の人材

確保のための措
そ

置
ち

、文化芸術センター・庭園整備事業に対する寄
き

附
ふ

金
き ん

を今回ステンド

グラス設置の費用に充
じゅう

当
と う

する理由などについての質疑がありました。

全員一致

可決



5 宝塚市議会報 第243号　令和元年（2019年）8月1日　

上下水道事業審議会の委員構成の変更

概要　上下水道事業審
し ん

議
ぎ

会
か い

における審議をより深いものとすることを目的として、審

議会の委員構
こ う

成
せ い

を変更するため、条例の一部を改正するものです。

　改正内容　第 1 条（設置）の表中、組織及び構成の部分

現行の
委員総数及び委員構成

➡

今回改正する
委員総数 委員構成

12人

　知識経験者　 4 人
　市内の公共的団体等の代表者　 5 人
　公募による市民　 3 人

原　案　 9 人
知識経験者　 3 人
市内の公共的団体等の代表者　 3 人
公募による市民　 3 人

修正案　10人
知識経験者　 3 人
市内の公共的団体等の代表者　 4 人
公募による市民　 3 人

主な審議内容　委員会では、「委員数と構成のあり方」を論点として、慎重な審査が

行われました。今回、委員総数を減らし委員構成を見直すきっかけ、目的について確

認したところ、目的は上
じょう

述
じゅつ

の概要のとおりで、委員の分野や構成の重複を見直し、公
こ う

募
ぼ

市民数はそのままにして委員数の均
き ん

衡
こ う

を図り、より活発な意見を聞くことができる

ように考えたとのことでした。また、委員数を減らすことによるデメリットについて

確認したところ、より多くの人の意見を聞くという意味ではデメリットとも言えるが、

今回は委員数を減らし上下水道事業審議会で各委員から十分な意見が出て審議が深く

なる方を選択したとのことでした。

　委員から、委員数を大きく減少することは市民の声も踏まえ十分な審議ができるか

危
き

惧
ぐ

するとして、市長から提出された原
げ ん

案
あ ん

では市内の公共的団体等の代表者の数を 2

人減員し、 3 人としようとするところを 1 人減員とし、 4 人とする修
しゅう

正
せ い

案
あ ん

が提出され

ました。委員会で修正案については賛成多数で可決され、修正部分以外の残る原案は

全員一致で可決されました。本会議では、委員会から提出された修正案と、市長から

提出された原案ともに反対する討
と う

論
ろ ん

が行われ、修正案、残る原案ともに賛成多数で可

決されました。

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）

会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党
宝塚市会議員団

社会
民主党
議員会

  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

執行機関の附属機関設置に
関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

修正可決（賛成多数）

修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ※
議
長

× × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

修正案を
除く原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

賛成多数
修正可決

※議長の裁決について　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において
　賛成・反対が同数、つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。
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宝塚市いじめ問題再調査委員会を設置します

概要　平成28年12月に発生した宝塚市立中学校生徒転落事案に関して、本年 4 月26日
付で教育委員会から、調査結果に遺族所

し ょ

見
け ん

書
し ょ

を添え、市長に報告されました。その報
告および遺族所見書を踏まえ、再調査を市の附属機関において実施する必要があると
市長が判断したことから、条例を制定するものです。

主な審議内容　再調査委員会の委員選任はどのように行うのかという質問に対し、い
じめ問題に取り組んだことがある人や、著

ち ょ

書
し ょ

からどういった考えをしている人なのか
などをリサーチするなど準備を進めているとのことでした。
　また、宝塚市いじめ防止基本方針には、再調査機関として宝塚市子どもの権利サポ
ート委員会が位置付けられており、同委員会が再調査を行うべきではという質問に対
し、同委員会は本案件に関連する事案に継続的に関わっている状況があり、第三者の
立場として再調査を担

に な

える立場か疑問であるとの意見が同委員会より出され、市とし
ても同様に判断したため、新たに再調査委員会を設置するとのことでした。
　その他、再調査時における聞き取り対象者の心のケア、およびいじめ発見の取り組
みの改善などについての質疑がありました。

市立良元幼稚園と市立中山五月台幼稚園の 2 園を廃園します

概要　「宝塚市立幼稚園の適正規模及び適正配置に関する基本方針」および「宝塚市
立幼稚園の統

と う

廃
は い

合
ご う

計画」に基づき、来年度末をもって市立良元幼稚園と市立中山五月
台幼稚園の 2 園を廃園するため、条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　平成28年策定の基本方針では、市立幼稚園12園を 7 園とする計画とな
っており、現在は当時と状況が変わっているがどう考えるのかとの質問に対し、見込
みよりも市立幼稚園の園児数が大幅に減少しているが、適正配置という視点もあり、
今のところは計画どおり進めていくとのことでした。
　また、中山台地域は傾

け い

斜
し ゃ

地
ち

のため、近隣の長尾幼稚園に通園するのは難しいという
課題があるが、廃園後の通園手段について、どのように地域や保護者のニーズを把握
しているのかとの質問に対し、これまでにも地域の保護者と意見交換をしており、今
秋をめどに再度意見交換し、最終的な取りまとめを行うとのことでした。
　その他、公立幼稚園の役割、および跡

あ と

地
ち

活用などについての質疑がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決
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農業共済条例の一部を改正

概要　農業保険法施行規則の一部改正により、家
か

畜
ち く

共
きょう

済
さ い

において事
じ

故
こ

除
じ ょ

外
が い

方式の見直
しを行うほか、園

え ん

芸
げ い

施
し

設
せ つ

共
きょう

済
さ い

において組合員資格の見直し、加入要件の適
て き

用
よ う

除
じ ょ

外
が い

の見
直し、および小

しょう

損
そ ん

害
が い

不
ふ

填
て ん

補
ぽ

の見直しを行うため、宝塚市農業共済条例の一部を改正す
るものです。
　　
主な審議内容　今回改正する内容で想定される事例や制度改正によって農業者が不利
にならないかということについての
確認、家畜共済および園芸施設共済
のそれぞれの共済事故の対象となる
ケースについての確認、今回の制度
改正に関する内容の農業者への説明
についての市の考え、今後農業共済
事務が県下で一本化し新たに設立さ
れる兵庫県農業共済組合に移行した
際の事故対応や手続きに遅れが生じ
ないかということについてなどの質
疑がありました。　

市営住宅の明け渡し請求の訴えを提起

概要　市営住宅の明け渡しを請求するため、訴えの提起をするものです。
　　
主な審議内容　市営住宅家賃の滞納発生から15年以上経過してこれから訴えを提起し、
解決するまでにまだ時間がかかると思われるが、このように時間がかかっている理由、
滞納者との折

せ っ

衝
しょう

の際に弁護士を活用することについての市の考え、市営住宅家賃の滞
納を繰り返す入居者への福祉的なアプローチの確認、
市営住宅指定管理者と市が家賃滞納へ対応する手順、
滞納家賃に対する根本的な解決方法についての市の
考え、滞納額が増える前の支払相談の段階での庁内
連携などについての質疑がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決
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その他の賛否が全員一致した議案
専決処分した事件の承認を求めることについて（ 3 件）
（宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について、宝塚市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定
について、改元に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について）

承 認

宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について

可 決

宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市立自然休養村センター条例を廃止する条例の制定について

宝塚市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について

損害賠償の額の決定について

市道路線の認定について（ 3 件）

市道路線の認定変更について

宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて 同 意

宝塚市自治功労者の認定について（ 4 件） 認 定

その他
結果

※市議会議員の認可地縁団体等における活動の自粛を強く求める陳情は、議会運営委員会で審査しましたが、結
　論を得ずとなりました。

6 月定例会では、 5 件の意見書案を全員一致で可決し、関係機関へ送付しました。

意　見　書　名 送　付　先

妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書 内閣総理大臣、厚生労働大臣

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
法務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、
内閣官房長官、国家公安委員会委員長

信頼される政府統計を目指してさらなる統計改革を求める意見書 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
総務大臣、厚生労働大臣

豊かな教育を実現するための義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

公立夜間中学校の受け入れ体制の充実を求める意見書 兵庫県知事、兵庫県教育委員会教育長

意見書



9 宝塚市議会報 第243号　令和元年（2019年）8月1日　

請　
　

願

６
月
定
例
会
で
は
、
３
件
の

請
願
が
提
出
さ
れ
、
文
教
生
活

常
任
委
員
会
で
慎
重
審
査
の
上
、

本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

請
願
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め

の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を
求
め
る
請
願

概
要　

義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
国
庫
負
担
率
が
２
分

の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が

生
じ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。

将
来
を
担
い
、
社
会
の
基
盤

づ
く
り
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
を
保
障
し
、
未
来

へ
の
先
行
投
資
と
し
て
、
子
ど

も
や
若
者
の
学
び
を
切
れ
目
な

く
支
援
し
て
い
く
た
め
の
条
件

整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算

編
成
に
お
い
て
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
の

た
め
、
計
画
的
な
教
職
員
定
数

改
善
の
推
進
と
、
教
育
条
件
整

備
の
た
め
の
財
源
措
置
を
求
め

る
も
の
。

�

（
採
択
・
全
員
一
致
）

公
立
夜
間
中
学
校
の
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
を
求
め
る
請
願

概
要　

現
在
、
兵
庫
県
内
に

お
い
て
、
学
齢
期
を
過
ぎ
た
義

務
教
育
未
修
了
者
だ
け
で
は
な

く
、
不
登
校
等
で
実
質
的
に
義

務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
既
卒
者
の
う
ち
入
学

を
希
望
す
る
者
も
対
象
に
し
た

公
立
夜
間
中
学
校
が
、
神
戸
市

２
校
と
尼
崎
市
１
校
の
計
３
校

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
入
学
資

格
は
市
内
在
住
者
・
在
勤
者
の

み
で
、
本
市
の
未
修
了
者
全
員

が
入
学
で
き
る
制
度
で
は
な
い
。

本
市
を
は
じ
め
と
し
た
近
隣

各
市
で
は
、
門
戸
拡
大
を
求
め

る
一
方
、
尼
崎
市
に
対
し
て
学

校
運
営
費
の
応
分
の
負
担
を
し

て
い
く
方
向
で
調
整
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
尼
崎
市
立
成
良

中
学
校
琴
城
分
校
に
は
事
務
職

員
が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他

市
在
住
者
の
入
学
希
望
者
の
受

け
入
れ
事
務
作
業
対
応
が
で
き

な
い
た
め
、
入
学
要
件
の
変
更

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

市
民
の
誰
も
が
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
教
育
を
受
け
る
権
利

を
行
使
で
き
、
学
び
直
す
権
利

を
も
享
受
で
き
る
よ
う
、
兵
庫

県
教
育
委
員
会
へ
、
尼
崎
市
立

成
良
中
学
校
琴
城
分
校
へ
の
事

務
職
員
の
配
置
、
夜
間
中
学
校

設
置
市
と
未
設
置
市
と
の
調
整

を
図
る
こ
と
、
夜
間
中
学
校
の

周
知
を
実
効
性
の
あ
る
方
法
で

講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

�

（
採
択
・
全
員
一
致
）

　

な
お
、
「
他
市
で
実
施
さ
れ

て
い
る
基
準
緩
和
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
）

を
宝
塚
市
で
も
実
施
さ
れ
る
事

の
要
望
に
つ
い
て
の
請
願
」
は
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　

新
し
い
時
代
が
始
ま
り
、
新

し
い
市
議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
の
中
学
生
が
市
議
会
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
５
月
27
日
と

29
日
の
２
日
間
、
市
立
中
学
校

３
校
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
２
人
、

合
わ
せ
て
６
人
の
中
学
生
が
職

場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
司
中
学
校
か
ら
は
、
宮
武

大
輝
さ
ん
と
木
村
伸
明
さ
ん
、

中
山
五
月
台
中
学
校
か
ら
は
、

新
夏
綺
さ
ん
と
永
田
千
晃
さ
ん
、

光
ガ
丘
中
学
校
か
ら
は
、
波
多

拳
士
朗
さ
ん
と
野
田
煌
聖
さ
ん

で
す
。
両
日
と
も
本
会
議
や
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
市
議
会
全

体
が
慌
た
だ
し
い
日
で
し
た
が
、

会
議
の
準
備
や
後
片
付

け
、
会
議
の
開
催
を
知

ら
せ
る
市
役
所
庁
舎
内

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
放
送
、

書
類
の
作
成
、
議
会
図

書
室
の
整
理
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
で
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
一
緒
に

働
い
て
み
て
普

段
の
仕
事
を
体

験
で
き
た
」

「
市
役
所
で
は

何
を
し
て
い
る

か
分
か
ら
な
か

っ
た
け
ど
、
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ

ィ
ー
ク
で
な
ん

と
な
く
分
か
っ

た
」
「
働
く
上
で
大
切
な
こ
と

や
働
く
こ
と
が
い
か
に
大
変
な

こ
と
な
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」
「
市
議
会
で
の
ト
ラ
イ

や
る
で
学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し

た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

生
か
そ
う
と
思
う
」
「
市
役
所

の
仕
事
は
思
っ
て
た
よ
り
楽
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
し
て
み
た

い
」
「
議
長
さ
ん
や
委
員
長
さ

ん
が
優
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

６
人
で
、
次
か
ら
次
へ
と
仕

事
を
こ
な
し
、

さ
ぞ
疲
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す

が
、
「
楽
し
か

っ
た
」
と
の
感

想
を
頂
き
、
ほ

っ
と
し
て
い
ま

す
。

　

と
き
ど
き
、

こ
の
市
議
会
で
の
経
験
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　※議長は表決に加わりません。

会派名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党
宝塚市会議員団

社会民主党
議員会

  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

他市で実施されている基準緩和
型デイサービス（通所型サービ
スＡ）を宝塚市でも実施される
事の要望についての請願
　　　　　不採択（賛成少数）

×××××××棄
権○○○○×

※
議
長
××××××××××××
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一 般 質 問
一
般
質
問
と
は
、
各
議
員
が
市
政
全

般
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
市

の
考
え
方
や
、
取
組
姿
勢
、
今
後
の
方

向
性
な
ど
を
問
い
た
だ
す
も
の
で
す
。

　
　
　
　

◇

６
月
定
例
会
で
は
、
23
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

全
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

【
消
防
行
政
】

問　

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
神

戸
開
催
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
訪
日
外

国
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が

１
１
９
番
受
信
時
の
対
応
は
。

答　

１
９
４
カ
国
対
応
多
言

語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
開
始
。

問　

テ
ロ
災
害
へ
の
対
応
は
。

答　

昨
年
11
月
に
阪
急
電
鉄
、

兵
庫
県
警
、
市
の
３
機
関
合
同

で
鉄
道
テ
ロ
対
応
訓
練
を
実
施
。

問　

絶
対
に
犠
牲
者
は
出
し

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
決
意
は
。

答　

隊
員
の
安
全
を
確
保
し

た
上
で
、
市
民
の
命
を
守
り
、

災
害
を
防
除
す
る
こ
と
が
大
前

提
。
市
民
の
命
を
守
る
任
務
を
、

総
力
を
も
っ
て
果
た
し
た
い
。

【
市
立
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
】

問　

放
射
線
治
療
件
数
を
増

や
す
取
り
組
み
は
。

答　

放
射
線
技
師
の
勤
務
体

制
変
更
や
本
年
４
月
に
新
規
に

２
名
採
用
す
る
な
ど
、
よ
り
多

く
の
方
が
放
射
線
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
体
制
を
変
更
し
た
。

意
見　

最
新
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー

に
よ
る
放
射
線
治
療
で
多
く
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

っ
か
り
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
観
光
振
興
】

問　

文
化
庁
が
、
中
山
寺
を

含
む
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼

を
日
本
遺
産
に
認
定
。
宝
塚
市

を
訪
れ
て
も
ら
う
取
り
組
み
は
。

答　

市
観
光
協
会
等
と
連
携

し
、
本
市
独
自
の
魅
力
や
歴
史
、

文
化
な
ど
を
積
極
的
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
を
図
る
。

意
見　

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
。

日
本
遺
産
認
定
後
の
観
光
施
策

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

石
倉
加
代
子

【
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
】

問　

災
害
に
備
え
る
目
的
で

考
え
た
場
合
、
標
準
財
政
規
模

の
１
割
、
43
億
円
余
と
い
う
目

安
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

一
定
の
備
え
が
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

年
度
間
で
の
財
源
調
整

が
必
要
な
場
合
、
災
害
対
策
以

外
に
、
ど
の
程
度
、
財
政
調
整

基
金
の
上
積
み
が
必
要
か
。

答　

年
度
当
初
に
最
低
10
億

円
程
度
の
残
高
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

資
金
計
画
が
な
い
と
見

通
し
が
利
か
な
く
な
る
。
将
来

を
見
通
す
資
金
計
画
は
あ
る
か
。

答　

日
々
の
支
払
い
に
充
て

る
歳
計
現
金
が
不
足
す
る
こ
と

が
多
く
、
基
金
か
ら
の
繰
り
替

え
運
用
で
穴
埋
め
を
し
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
現
状
で
の
、
資

金
計
画
作
成
は
難
し
い
。

問　

財
政
調
整
基
金
で
不
足

す
る
分
は
、
同
じ
く
繰
り
替
え

運
用
可
能
な
そ
の
他
基
金
で
埋

め
て
い
る
。
余
裕
を
持
っ
て
資

金
繰
り
す
る
た
め
に
は
、
基
金

総
額
は
１
０
０
億
円
程
度
必
要
。

適
切
な
財
政
運
営
の
た
め
、
基

金
の
管
理
方
針
を
定
め
て
は
。

答　

今
年
度
内
を
め
ど
に
投

資
的
事
業
、
負
債
の
管
理
、
基

金
の
管
理
等
の
項
目
の
規
範
や

数
値
目
標
に
つ
い
て
財
政
規
律

の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

意
見　

基
金
の
運
用
益
が
１

％
以
上
の
自
治
体
も
あ
る
が
、

宝
塚
市
は
０
・
０
２
％
。
病
院

や
公
社
へ
の
貸
し
付
け
を
優
先

し
、
利
率
の
高
い
運
用
が
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
現
状
を
認
識

し
、
管
理
方
針
を
定
め
る
べ
き
。

財
政
規
律
の
指
針
を
定
め
よ

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

大
川　

裕
之

【
現
役
世
代
の
政
治
参
画
を
】

問　

７
万
３
千
の
投
票
数
の

う
ち
、
50
歳
未
満
は
た
っ
た
１

万
８
千
。
現
役
世
代
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
そ
の
よ

う
な
世
代
が
交
流
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
等
で
の
啓
発
活
動
。

ま
た
は
、
末
広
中
央
公
園
等
で

「
宝
塚
選
挙
フ
ェ
ス
」
と
い
う

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
飲

食
ブ
ー
ス
出
展
や
、
辛
坊
治
郎

氏
な
ど
著
名
な
ゲ
ス
ト
を
招
き

投
票
の
意
味
や
大
切
さ
を
伝
え

る
な
ど
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
れ
ば
、
現
役
世
代
も
興
味

が
湧
く
の
で
は
な
い
か
。

答　

一
番
大
事
な
世
代
が
選

挙
に
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
っ
か
り
考
え
て
、
何
か
手
を

打
っ
て
い
き
た
い
。
辛
坊
氏
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
く
れ
れ

ば
い
い
が
、
予
算
が
一
番
悩
み

の
種
。
し
っ
か
り
、
皆
で
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
。

【
モ
ノ
・
コ
ト
・
バ
宝
塚
】

問　

地
域
事
業
者
は
、
選
定

さ
れ
れ
ば
売
り
上
げ
が
上
が
る

と
期
待
す
る
。
そ
の
期
待
を
裏

切
ら
な
い
よ
う
に
、
売
り
上
げ

に
ど
う
影
響
し
た
か
デ
ー
タ
を

取
り
チ
ェ
ッ
ク
し
た
方
が
い
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

最
終
的
な
目
標
は
、
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
売
り
上
げ

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。
今
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
そ
れ
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

意
見　

市
国
際
観
光
協
会
が

取
り
組
む
宝
塚
お
さ
ん
ぽ
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
見
せ

方
が
非
常
に
上
手
。
こ
の
成
功

事
例
を
モ
ノ
・
コ
ト
・
バ
に
重

ね
合
わ
せ
、
有
効
に
活
用
を
。

現
役
世
代
が
未
来
を
つ
く
る

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

岩
佐
ま
さ
し
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【
清
荒
神
参
道
の
整
備・活
性
化
】

問　

整
備
と
活
性
化
が
不
十

分
。
市
の
認
識
と
取
組
状
況
は
。

答　

重
要
な
観
光
資
源
と
し
、

空
き
店
舗
へ
の
出
店
に
家
賃
の

一
部
や
改
装
費
を
補
助
す
る
な

ど
、
出
店
を
促
進
し
て
い
る
。

問　

清
荒
神
駅
前
の
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
は
い
つ
施
工
か
。

答　

約
30
年
前
に
施
工
。
耐

用
年
数
は
30
年
か
ら
40
年
だ
が
、

車
用
で
は
な
い
路
面
に
車
両
が

通
行
し
、
路
面
が
痛
ん
で
い
る
。

意
見　

観
光
に
と
っ
て
重
要

な
地
域
。
計
画
的
な
改
修
を
。

【
だ
ん
じ
り
】

問　

市
内
で
19
台
保
有
。
だ

ん
じ
り
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

答　

各
地
区
で
代
々
大
切
に

受
け
継
が
れ
、
歴
史
的
、
文
化

的
に
大
変
価
値
が
あ
る
と
認
識
。

観
光
資
源
と
位
置
付
け
て
い
る
。

【
防
災
ス
イ
ッ
チ
】

問　

川
面
地
区
自
主
防
災
会

で
は
、
地
域
内
を
流
れ
る
河
川

や
た
め
池
の
水
位
等
、
予
め
避

難
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め

る
防
災
ス
イ
ッ
チ
の
取
り
組
み

を
独
自
で
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
住
民
が

共
有
す
る
こ
と
は
命
を
守
る
行

動
と
し
て
良
い
取
り
組
み
と
認

識
。
今
後
と
も
地
域
防
災
力
の

向
上
を
支
援
し
て
い
く
。

【
高
齢
障
が
い
者
へ
の
支
援
】

問　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
と

な
っ
た
時
、
受
け
入
れ
施
設
の

確
保
が
難
し
い
。
新
た
な
支
援

体
制
の
構
築
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

今
後
、
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

観
光
施
策
に
も
選
択
と
集
中
を

た
か
ら
づ
か
真
政
会    

く
わ
は
ら
健
三
郎

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
促
進
】

問　

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の

場
と
し
て
整
備
促
進
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
具
体
的
な
計
画
は
。

答　

事
業
者
に
対
し
て
は
新

規
開
設
サ
ポ
ー
ト
補
助
や
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
補
助
、
利
用

者
に
対
し
て
は
利
用
者
家
賃
給

付
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

問　

新
規
開
設
も
重
要
だ
が
、

既
存
の
応
援
も
必
要
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
報
酬
単
価
は
低
く
、

加
算
が
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
。

市
が
土
日
の
日
中
支
援
加
算
を

創
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

国
の
報
酬
加
算
に
加
え
、

市
独
自
の
加
算
実
施
は
難
し
い
。

意
見　

十
分
な
支
援
加
算
が

な
い
た
め
人
手
不
足
の
面
も
あ

る
。
市
独
自
の
加
算
の
検
討
を
。

【
精
神
障
が
い
者
の
公
共
交
通

割
引
】

問　

精
神
障
が
い
者
の
割
引

が
な
い
。
市
が
で
き
る
こ
と
は
。

答　

全
国
的
な
制
度
と
し
て

の
整
備
が
重
要
。
国
・
県
へ
の

対
象
者
拡
大
の
要
望
と
交
通
事

業
者
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
る
。

【
知
的
障
が
い
者
の
投
票
支
援
】

問　

投
票
方
法
を
イ
ラ
ス
ト

入
り
で
分
か
り
や
す
く
し
た
冊

子
の
配
布
な
ど
が
必
要
で
は
。

答　

分
か
り
や
す
い
の
は
非

常
に
重
要
。
今
後
研
究
し
、
全

て
の
人
に
関
心
を
持
た
れ
る
情

報
発
信
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

【
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
課
題
】

問　

保
育
料
無
償
化
で
も
給

食
費
が
実
費
で
は
低
所
得
者
層

の
負
担
増
も
あ
り
う
る
の
で
は
。

答　

国
の
制
度
同
様
、
原
則

は
保
護
者
負
担
だ
が
、
低
所
得

者
世
帯
等
は
負
担
軽
減
を
図
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
促
進
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

横
田
ま
さ
の
り

【
人
口
減
少
・
少
子
・
高
齢
化
】

問　

本
市
の
地
域
ご
と
の
人

口
構
成
と
特
徴
は
。

答　

市
平
均
と
比
較
す
る
と
、

西
谷
地
域
や
過
去
に
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
開
発
を
し
た
逆
瀬
台
や
中

山
台
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

意
見　

少
子
高
齢
化
対
策
に

は
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
開
発
、

魅
力
を
創
出
し
活
性
化
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
20
年
、
30
年

先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
。

【
中
山
五
月
台
小
学
校
跡
地
】

問　

子
ど
も
た
ち
を
育
み
、

市
民
の
健
康
を
維
持
す
る
環
境

と
し
て
、
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
社
会
体
育
団
体
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答　

中
山
台
地
区
に
お
け
る

教
育
施
設
の
在
り
方
や
、
地
域

や
保
護
者
の
意
見
を
十
分
踏
ま

え
た
上
で
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
渋
滞
緩
和
施
策
】

問　

市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
前
に
お
け
る
渋
滞
解
消
へ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と
効
果
は
。

答　

公
共
交
通
機
関
利
用
や

相
乗
り
な
ど
を
大
会
主
催
者
等

に
依
頼
、
他
の
公
共
・
民
間
駐

車
場
の
利
用
を
案
内
す
る
な
ど

渋
滞
解
消
に
努
め
た
結
果
、
昨

年
は
、
土
・
日
・
祝
に
混
雑
し

た
場
合
の
緊
急
対
応
に
、
武
庫

川
右
岸
側
河
川
敷
を
臨
時
駐
車

場
と
す
る
よ
う
調
整
し
た
が
、

利
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。

意
見　

認
識
が
足
り
な
い
。

要
望
が
な
ぜ
あ
る
の
か
、
分
析

が
必
要
。
渋
滞
解
消
の
声
は
多

く
、
事
実
と
し
て
受
け
止
め
を
。

学
校
跡
地
の
柔
軟
な
利
活
用
を

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

風
早
ひ
さ
お

【
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
設
置
】

問　

既
存
の
社
会
資
源
を
活

用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
24
時

間
対
応
可
能
な
受
入
施
設
は
。

答　

障
害
福
祉
関
係
で
入
所

施
設
は
市
内
５
カ
所
、
短
期
入

所
事
業
所
は
20
カ
所
で
あ
る
。

意
見　

地
域
生
活
支
援
拠
点

を
早
く
整
備
し
、
地
域
と
の
関

係
が
希
薄
な
障
が
い
者
と
地
域
、

福
祉
の
専
門
家
を
つ
な
ぐ
場
に
。

【
高
齢
障
が
い
者
の
サ
ー
ビ
ス
】

問　

65
歳
以
上
に
な
る
と
介

護
保
険
が
優
先
で
定
率
負
担
と

な
る
。
資
産
の
な
い
人
は
サ
ー

ビ
ス
利
用
を
抑
制
す
る
の
で
は
。

答　

昨
年
度
か
ら
一
定
の
条

件
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
負
担

額
の
償
還
制
度
が
で
き
て
い
る
。

【
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
】

問　

受
入
可
能
な
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
市
内

に
な
い
が
送
迎
時
間
は
渋
滞
等

で
生
命
の
危
機
と
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
開
設
延
期
の
理
由
は
。

答　

理
想
は
市
内
だ
が
適
切

な
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
。

【
医
療
的
ケ
ア
児
の
き
ょ
う
だ

い
児
支
援
】

問　

き
ょ
う
だ
い
児
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
支
援
は
。

答　

課
題
が
知
ら
れ
て
い
な

い
た
め
講
演
会
な
ど
を
検
討
中
。

意
見　

親
亡
き
後
が
問
題
。

成
年
後
見
制
度
も
周
知
を
。

【
オ
ス
プ
レ
イ
の
緊
急
着
陸
】

問　

緊
急
着
陸
後
の
対
応
は
。

答　

大
阪
国
際
空
港
周
辺
都

市
対
策
協
議
会
か
ら
、
オ
ス
プ

レ
イ
着
陸
に
強
く
抗
議
し
不
可

避
で
も
速
や
か
な
情
報
提
供
を

要
請
す
る
抗
議
文
を
提
出
し
た
。

意
見　

毅
然
と
し
た
態
度
を
。

障
が
い
者
も
地
域
生
活
主
体
者

社
会
民
主
党
議
員
会　

大
島
淡
紅
子
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【
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
】

問　

液
体
ミ
ル
ク
は
お
湯
が

不
要
で
、
常
温
保
存
で
き
災
害

時
に
大
変
有
効
。
備
蓄
状
況
は
。

答　

保
存
期
間
が
短
く
高
価

な
た
め
現
在
備
蓄
予
定
は
な
い
。

災
害
時
に
は
必
要
に
応
じ
協
定

事
業
者
か
ら
入
手
し
提
供
す
る
。

問　

保
育
所
の
備
蓄
状
況
は
。

答　

右
岸
と
左
岸
の
各
拠
点

の
米
谷
、
わ
か
く
さ
保
育
所
で

は
粉
ミ
ル
ク
を
入
所
児
童
用
に

備
蓄
し
て
い
る
。

意
見　

母
親
学
級
や
健
診
時

等
に
も
液
体
ミ
ル
ク
の
利
便
性

や
備
蓄
の
大
切
さ
の
周
知
を
。

【
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
備
蓄
】

問　

ア
レ
ル
ギ
ー
用
ア
ル
フ

ァ
化
米
は
通
常
品
と
比
べ
味
覚
、

食
感
も
劣
ら
な
い
。
誰
も
が
安

全
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
災

害
備
蓄
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
。

答　

全
て
の
備
蓄
が
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
で
は
な
い
が
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
ア
ル
フ
ァ
化
米
の

備
蓄
は
あ
り
、
在
庫
数
を
増
や

す
よ
う
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

消
費
期
限
が
近
づ
い
た

備
蓄
品
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答　

出
前
講
座
や
地
域
の
各

種
訓
練
等
の
炊
き
出
し
で
使
用

し
、
子
ど
も
食
堂
等
福
祉
分
野

か
ら
の
要
請
に
も
で
き
る
限
り

応
じ
食
品
ロ
ス
を
防
い
で
い
る
。

【
子
ど
も
の
安
全
に
配
慮
し
た

道
路
環
境
】

問　

保
育
所
等
の
周
辺
の
安

全
対
策
の
た
め
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
導
入
の
検
討
は
。

答　

国
か
ら
具
体
的
内
容
を

秋
ま
で
に
検
討
す
る
趣
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。
市
で
も
そ
の
内

容
を
十
分
把
握
し
研
究
し
た
い
。

女
性
目
線
で
の
防
災
備
蓄
を

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

川
口　
　

潤

【
自
転
車
レ
ー
ン
の
増
設
を
】

問　

自
転
車
と
歩
行
者
の
事

故
抑
止
に
自
転
車
レ
ー
ン
が
有

効
と
考
え
る
が
、
増
設
計
画
は
。

答　

昨
年
９
月
に
計
画
を
策

定
し
、
８
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
優
先
整
備
路
線
と
位
置
付
け
、

今
後
10
年
で
整
備
す
る
。

問　

ス
ピ
ー
ド
感
に
か
け
る

計
画
だ
が
、
今
後
の
変
更
は
。

答　

ま
ず
こ
の
計
画
を
着
実

に
進
め
る
。
本
市
で
は
専
用
レ

ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
歩
道
部

分
に
よ
る
自
転
車
の
導
線
整
備

も
合
わ
せ
て
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

【
健
康
公
園
の
増
設
を
】

問　

健
康
遊
具
は
幅
広
い
年

齢
層
が
、
軽
い
運
動
か
ら
体
力

増
進
ま
で
気
楽
に
利
用
で
き
る
。

も
っ
と
必
要
で
は
。

答　

健
康
遊
具
の
設
置
要
望

が
あ
れ
ば
、
利
用
方
法
を
説
明

す
る
な
ど
効
果
的
に
設
置
で
き

る
よ
う
助
言
を
行
う
。

意
見　

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ

や
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
自

助
努
力
に
も
役
立
つ
。
健
康
遊

具
の
積
極
的
な
設
置
を
。

【
清
荒
神
５
丁
目
の
行
政
訴
訟
】

問　

訴
訟
の
概
要
と
経
緯
は
。

答　

周
辺
住
民
が
原
告
と
な

り
、
開
発
許
可
を
出
し
た
本
市

と
他
３
者
を
被
告
と
し
て
、
開

発
行
為
が
法
令
基
準
に
適
合
し

て
お
ら
ず
、
斜
面
地
が
崩
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
訴
訟
が

提
起
さ
れ
た
も
の
。

意
見　

住
民
側
に
瑕
疵
は
な

い
と
思
う
。
今
も
不
安
を
持
ち

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
住
民
が

い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

ほ
し
い
。

市
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

池
田　

光
隆

【
公
民
館
の
利
用
】

問　

若
い
世
代
が
利
用
し
に

く
い
と
聞
く
が
、
利
用
条
件
は
。

答　

公
民
館
は
社
会
教
育
活

動
を
行
う
団
体
の
育
成
を
図
る

目
的
が
あ
る
。
本
市
は
５
人
以

上
で
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

者
が
半
数
以
上
で
あ
る
こ
と
を

団
体
の
登
録
条
件
と
し
て
い
る
。

問　

今
の
公
民
館
を
使
用
す

る
人
た
ち
の
年
齢
と
時
間
帯
は
。

答　

利
用
形
態
か
ら
、
高
齢

者
の
団
体
が
多
く
、
日
中
の
利

用
が
多
い
。
逆
に
18
時
か
ら
21

時
の
時
間
帯
は
非
常
に
少
な
い
。

意
見　

若
い
世
代
が
仕
事
帰

り
で
も
利
用
で
き
る
時
間
帯
や

予
約
し
や
す
い
環
境
の
検
討
を
。

【
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
補
助
券
】

問　

病
気
の
予
防
に
な
る
、

補
助
券
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
は
。

答　

補
助
券
申
請
率
が
近
年

３
％
台
で
推
移
、
多
く
の
方
が

利
用
し
て
い
な
い
実
態
が
あ
っ

た
た
め
、
見
直
し
を
行
っ
た
。

問　

補
助
券
の
目
的
は
何
か
、

目
標
設
定
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

高
齢
者
の
寝
た
き
り
を

予
防
し
、
健
康
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
が
、
客
観
的
な
効
果
を
測
定

す
る
項
目
の
設
定
は
難
し
く
、

効
果
は
測
定
で
き
て
い
な
い
。

問　

こ
れ
か
ら
の
予
防
と
い

う
視
点
で
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や

栄
養
系
食
品
を
取
っ
た
り
、
病

気
予
防
の
た
め
の
活
動
を
し
た

り
、
自
費
で
予
防
に
努
め
る
人

へ
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

情
報
収
集
お
よ
び
地
域

の
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
よ
い

予
防
事
業
の
検
討
を
進
め
た
い
。

予
防
こ
そ
医
療
費
を
削
減
す
る

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

伊
庭　
　

聡

【
観
光
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
周
辺
】

問　

武
庫
川
を
中
心
と
し
た

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　

本
年
度
か
ら
県
と
連
携

し
、
武
庫
川
周
辺
散
策
空
間
整

備
事
業
に
着
手
す
る
。
憩
い
の

場
づ
く
り
と
し
て
右
岸
河
川
敷

の
整
備
、
観
光
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

の
歩
道
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
看
板

や
誘
導
サ
イ
ン
を
統
一
し
、
歩

行
者
主
体
の
空
間
整
備
を
行
う
。

問　

昔
の
よ
う
に
ボ
ー
ト
や

川
床
で
観
光
集
客
で
き
な
い
か
。

答　

水
深
が
浅
く
な
っ
た
こ

と
、
整
備
や
費
用
負
担
等
に
も

課
題
が
あ
り
、
実
現
は
困
難
。

問　

観
光
ダ
ム
の
噴
水
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
望
む
声
が
多
い
が
。

答　

直
ち
に
実
現
は
難
し
い

が
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

【
小
・
中
学
校
の
防
災
教
育
】

問　

防
災
教
育
を
正
式
な
授

業
教
科
と
す
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
市
で
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

県
教
委
発
行
の
防
災
教

育
副
読
本
「
明
日
に
生
き
る
」

等
を
活
用
し
て
防
災
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
】

問　

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
や
レ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
区
域
指
定
さ
れ

る
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
や
公

共
施
設
が
あ
る
。
移
転
す
る
際
、

市
か
ら
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

答　

本
市
で
は
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
に
お
け
る
家
屋
移
転
に
つ
い

て
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

家
の
裏
に
土
砂
を
食
い

止
め
ら
れ
る
擁
壁
の
壁
を
造
れ

ば
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
を
解

除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。

答　

し
っ
か
り
し
た
対
策
を

取
る
こ
と
で
解
除
も
あ
り
得
る
。

噴
水
を
生
か
し
た
観
光
集
客
を

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

山
本　

敬
子

一 般 質 問
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【
売
布
小
学
校
通
学
路
】

問　

売
布
神
社
駅
か
ら
菰
池

間
の
道
路
は
、
通
学
時
も
車
が

通
り
危
険
で
あ
る
。
朝
夕
は
歩

行
者
専
用
と
す
る
な
ど
の
要
望

が
あ
る
が
、
安
全
対
策
は
。

答　

通
学
路
交
通
安
全
推
進

会
議
に
お
い
て
、
売
布
小
学
校

長
や
保
護
者
と
共
に
緊
急
合
同

点
検
を
行
い
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く

予
定
。

意
見　

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
バ
ス
停
に
屋
根
の
設
置
を
】

問　

中
山
五
月
台
地
域
で
は
、

２
０
１
７
年
の
バ
ス
ル
ー
ト
の

変
更
に
よ
り
、
バ
ス
停
の
位
置

が
変
わ
り
、
屋
根
の
あ
る
バ
ス

停
か
ら
、
屋
根
の
な
い
新
バ
ス

停
に
変
わ
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

新
バ
ス
停
へ
の
屋
根
の
設
置
を
。

答　

バ
ス
会
社
に
対
し
て
要

望
を
行
う
。
設
置
に
当
た
り
、

歩
道
が
狭
い
場
所
に
お
け
る
有

効
地
の
確
保
は
市
で
も
行
う
。

【
宝
塚
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
】

問　

昨
年
の
大
会
は
非
常
に

混
乱
し
た
が
、
今
後
成
功
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

昨
年
の
反
省
を
生
か
し
、

今
後
は
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
。

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
大
会
と
し

て
、
全
国
に
魅
力
を
発
信
し
、

ま
た
参
加
し
て
も
ら
え
る
大
会

と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

意
見　

本
市
大
会
の
魅
力
は
、

歌
劇
団
が
応
援
し
、
選
手
や
関

係
者
が
集
ま
る
立
派
な
開
会
式
。

昨
年
は
開
会
式
が
な
く
、
ラ
ン

ナ
ー
は
終
わ
れ
ば
帰
っ
て
し
ま

い
閉
会
式
に
は
出
な
い
。
お
も

て
な
し
の
心
で
開
会
式
を
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

北
山　

照
昭

【
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
s
へ
の
取
り
組
み
】

問　

取
り
組
み
の
現
状
は
。

答　

職
員
研
修
や
講
演
会
、

電
話
相
談
の
実
施
に
加
え
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
者
を
市

営
住
宅
入
居
の
資
格
要
件
に
含

め
る
、
犯
罪
被
害
者
の
遺
族
支

援
金
の
対
象
と
す
る
な
ど
し
た
。

ま
た
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

等
を
条
例
で
明
文
化
し
た
。

問　

体
や
性
に
悩
み
を
抱
え
、

医
療
機
関
と
の
関
わ
り
に
困
っ

て
い
る
人
が
多
い
が
、
宝
塚
市

立
病
院
で
の
現
状
は
。

答　

医
療
従
事
者
向
け
研
修

の
開
催
や
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
支
援
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
が
手
術
同
意

書
に
署
名
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

問　

人
権
教
育
と
し
て
の
授

業
づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

児
童
生
徒
へ
の
電
話
相

談
の
周
知
、
教
職
員
へ
の
手
引

書
の
配
布
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す

る
授
業
の
実
施
等
に
よ
り
、
教

職
員
・
児
童
生
徒
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
学
校
統
合
計
画
】

問　

中
山
桜
台
小
学
校
と
中

山
五
月
台
小
学
校
の
統
合
を
不

安
に
思
う
声
が
あ
る
が
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
や
相
談
窓
口
の
設
置
に
よ
り
、

声
を
聴
き
慎
重
に
進
め
る
。

問　

統
合
前
後
の
き
め
細
か

な
対
応
に
は
教
職
員
の
加
配
等

の
人
的
措
置
が
必
要
で
は
。

答　

教
職
員
の
加
配
に
つ
い

て
は
、
県
へ
の
要
望
や
市
の
対

応
を
含
め
、
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

子
ど
も
た
ち
が
良
か

っ
た
と
思
え
る
学
校
づ
く
り
を
。

誰
も
が
安
心
で
き
る
学
校
を

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

北
野　

聡
子

【
外
国
人
労
働
者
と
の
共
生
】

問　

今
回
の
法
改
正
で
、
外

国
人
労
働
者
の
増
加
は
明
ら
か
。

日
本
語
教
育
や
生
活
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
対
策
は
。

答　

国
際
・
文
化
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
日
本
語
学
習

や
相
談
体
制
を
充
実
し
、
定
住

外
国
人
市
民
の
支
援
に
努
め
る
。

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
に
い

き
る
宝
塚
は
、
き
ず
な
の
家
事

業
で
外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育

や
生
活
支
援
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
国
際
・
文
化
セ
ン
タ
ー
の

事
業
に
参
加
で
き
な
い
方
の
受

け
皿
と
し
て
果
た
し
て
き
た
役

割
は
大
き
い
。
こ
の
10
月
で
き

ず
な
の
家
の
補
助
金
が
打
ち
切

ら
れ
る
が
、
支
援
の
方
向
性
は
。

答　

市
が
実
施
す
べ
き
事
業

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
実
績

が
あ
り
、
新
た
な
支
援
の
枠
組

み
を
市
は
責
任
を
持
っ
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　

日
本
語
が
不
自
由
な
外

国
人
に
は
、
災
害
時
の
情
報
が

入
り
に
く
く
避
難
が
困
難
で
は
。

答　

多
言
語
で
の
情
報
提
供

や
生
活
習
慣
の
違
い
へ
の
配
慮

な
ど
課
題
も
多
い
。
関
係
団
体

等
と
連
携
・
協
議
し
、
避
難
支

援
体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

【
新
庁
舎
・
ひ
ろ
ば
整
備
事
業
】

問　

新
庁
舎
建
設
は
既
に
１

年
半
遅
延
。
耐
震
性
が
低
い
上

下
水
道
局
庁
舎
単
独
で
建
設
を
。

答　

新
庁
舎
は
災
害
復
旧
拠

点
施
設
で
あ
り
、
機
能
の
再
配

置
に
時
間
や
費
用
が
か
か
る
た

め
、
上
下
水
道
局
庁
舎
単
独
で

の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　

来
庁
者
や
職
員
の
命

を
守
る
た
め
、
早
急
に
対
策
を
。

多
民
族
多
文
化
共
生
社
会
へ

社
会
民
主
党
議
員
会　

梶
川
み
さ
お

【
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
】

問　

よ
り
多
く
の
障
が
い
者

が
参
加
す
る
た
め
に
は
、
移
動

支
援
の
充
実
が
必
要
で
は
。

答　

移
動
支
援
、
外
出
支
援

は
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細

を
聞
き
な
が
ら
判
断
す
る
必
要

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

問　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は

障
が
い
者
に
限
ら
ず
、
多
く
の

方
が
楽
し
め
る
。
ス
ポ
ー
ツ
が

苦
手
な
子
ど
も
た
ち
に
も
広
が

っ
て
ほ
し
い
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

障
が
い
者
団
体
か
ら
の

依
頼
に
基
づ
き
、
出
前
教
室
な

ど
を
関
係
団
体
の
協
力
に
よ
り

実
施
。
今
後
も
学
校
や
他
の
団

体
と
連
携
し
振
興
に
努
め
る
。

問　

将
来
的
に
小
・
中
学
校

で
部
活
動
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
。

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答　

教
員
に
十
分
に
紹
介
す

る
こ
と
で
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
や
中
学
校
で
興
味
を
持
つ

生
徒
が
集
ま
り
、
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
建
設
産
業
の
政
策
課
題
は
】

問　

災
害
時
の
人
命
救
助
や

復
旧
に
も
、
地
域
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
地
元
の
建

設
業
者
だ
が
、
低
賃
金
で
労
働

時
間
が
長
い
と
位
置
付
け
ら
れ
、

若
い
人
た
ち
の
就
職
先
と
し
て

定
着
し
な
い
。
市
の
認
識
は
。

答　

担
い
手
が
特
に
不
足
し

て
い
る
と
認
識
。
担
い
手
不
足

改
善
の
た
め
、
昨
年
度
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
復
興
さ
せ
た
配
管

工
を
表
彰
し
た
。
地
味
だ
が
非

常
に
重
要
な
技
術
で
あ
る
。
引

き
続
き
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

田
中　

こ
う
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【
伊
丹
空
港
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ

緊
急
着
陸
】

問　

４
月
１
日
に
緊
急
着
陸

し
た
が
、
抗
議
は
し
た
の
か
。

答　

大
阪
国
際
空
港
周
辺
都

市
対
策
協
議
会
加
盟
市
で
協
議

し
、
防
衛
省
、
国
土
交
通
省
、

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
に
対
し
、

米
軍
機
の
発
着
に
つ
い
て
の
抗

議
文
を
４
月
２
日
に
提
出
し
た
。

問　

市
街
地
上
空
は
な
る
べ

く
飛
ば
な
い
と
い
う
合
意
が
あ

っ
た
は
ず
、
ル
ー
ト
の
確
認
は
。

答　

公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

ル
ー
ト
が
非
公
開
な
ら
、

飛
ぶ
な
と
抗
議
す
べ
き
で
は
。

答　

こ
れ
ま
で
共
同
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
、
同
協
議
会
で

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

【
外
国
人
労
働
者
の
実
態
】

問　

国
際
貢
献
と
し
て
技
能

実
習
生
を
保
護
す
る
は
ず
が
、

技
能
実
習
生
を
安
価
な
労
働
力

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
と

同
様
の
安
定
し
た
環
境
の
保
障

が
重
要
な
課
題
で
は
な
い
か
。

答　

企
業
に
対
す
る
労
働
基

準
法
等
の
さ
ら
な
る
啓
発
が
必

要
で
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
本
市
の
産
業
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

【
市
営
住
宅
の
修
繕
負
担
区
分
】

問　

民
法
改
正
で
民
間
賃
貸

住
宅
修
繕
費
用
の
負
担
区
分
が

明
文
化
さ
れ
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

が
畳
等
の
修
繕
負
担
を
見
直
し

た
。
市
営
住
宅
も
見
直
し
て
は
。

答　

財
政
的
な
課
題
は
あ
る

が
、
入
居
者
の
こ
と
を
考
え
る

と
検
討
が
必
要
。
研
究
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

外
国
人
労
働
者
の
保
護
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

と
な
き
正
勝

【
西
谷
地
域
の
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
】

問　

北
部
地
域
土
地
利
用
計

画
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、

地
域
ご
と
の
要
望
や
事
情
に
合

わ
せ
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問　

本
市
の
第
二
の
玄
関
口
、

Ｊ
Ｒ
武
田
尾
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
強
く
望
む
が
、
状
況
は
。

答　

地
域
か
ら
の
強
い
要
望

と
高
齢
化
の
状
況
に
よ
り
、
初

め
て
Ｊ
Ｒ
か
ら
乗
降
客
が
３
千

人
未
満
で
も
検
討
は
す
る
旨
返

事
が
あ
っ
た
。
積
極
的
に
粘
り

強
く
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

宝
塚
自
然
の
家
は
、
開

放
日
の
日
・
祝
日
に
年
間
６
千

人
以
上
訪
れ
る
魅
力
的
な
施
設
。

夏
休
み
や
土
曜
日
も
開
放
を
。

答　

直
ち
に
夏
休
み
の
全
日

や
土
曜
日
の
開
放
は
困
難
だ
が
、

開
放
日
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　

旧
東
家
住
宅
が
放
置
さ

れ
、
状
態
が
ひ
ど
い
。
貴
重
な

民
具
等
、
移
設
展
示
の
検
討
を
。

答　

展
示
可
能
な
場
所
に
移

し
、
職
員
が
説
明
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

国
民
健
康
保
険
診
療
所

は
地
域
に
必
要
不
可
欠
。
新
医

療
体
制
で
の
往
診
の
継
続
は
。

答　

相
応
の
ニ
ー
ズ
は
認
識
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
北
中
山
や
す
ら
ぎ
の
道
】

問　

ト
イ
レ
の
再
設
置
は
。

答　

水
源
確
保
が
困
難
な
た

め
、
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
。

【
鳥
獣
被
害
対
策
】

問　

被
害
状
況
と
対
応
は
。

答　

目
撃
通
報
件
数
な
ど
が

増
加
し
て
お
り
、
猟
友
会
へ
委

託
し
捕
獲
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

武
田
尾
駅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

た
ぶ
ち
静
子

【
子
ど
も
の
命
を
守
る
上
で
、

基
礎
自
治
体
が
で
き
る
こ
と
】

問　

児
童
虐
待
防
止
法
等
が

改
正
さ
れ
、
親
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
体
罰
禁
止
等
が
明
記
さ
れ

た
。
児
童
虐
待
の
予
防
お
よ
び

早
期
発
見
の
た
め
に
、
今
後
さ

ら
に
必
要
な
体
制
と
は
。

答　

保
育
所
や
幼
稚
園
、
学

校
に
お
い
て
家
庭
児
童
相
談
室

と
の
連
携
を
密
に
取
っ
た
り
、

職
員
が
各
職
場
に
出
向
き
、
児

童
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

問　

実
際
に
児
童
虐
待
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
受
け
取
っ
た
方
が
、
ほ

ん
の
数
％
し
か
通
報
し
て
い
な

い
と
い
う
兵
庫
県
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

答　

近
隣
か
ら
情
報
を
頂
く

こ
と
は
非
常
に
大
切
で
、
さ
ま

ざ
ま
啓
発
し
て
き
た
。
通
報
し

て
ほ
し
い
と
し
っ
か
り
啓
発
す

る
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

問　

健
康
、
医
療
、
子
育
て

等
の
相
談
を
看
護
師
に
受
け
て

も
ら
え
る
24
時
間
健
康
・
医
療

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
虐
待
の
通

報
先
と
し
て
も
有
効
で
導
入
し

て
ほ
し
い
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

研
究
を
進
め
る
。

意
見　

他
市
で
体
罰
の
禁
止

を
条
例
で
明
文
化
し
、
一
定
の

効
果
が
認
め
ら
れ
た
例
が
あ
る
。

本
市
で
も
条
例
化
の
検
討
を
。

【
食
育
の
推
進
に
向
け
て
】

問　

食
育
の
実
践
的
指
導
は
。

答　

市
民
と
関
係
団
体
が
つ

な
が
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

意
見　

食
育
に
無
関
心
な
方

に
対
し
「
食
育
フ
ェ
ア
」
を
活

用
す
べ
き
。
歯
科
医
師
会
や
企

業
と
連
携
し
、
コ
ラ
ボ
企
画
を
。

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

浅
谷　

亜
紀

一 般 質 問

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
】

問　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
が
深
刻
化
。

生
態
系
へ
の
影
響
や
人
へ
の
健

康
被
害
、
産
業
や
観
光
で
の
経

済
損
失
は
甚
大
と
予
想
。
プ
ラ

ご
み
発
生
抑
制
の
取
り
組
み
は
。

答　

広
報
誌
や
出
前
講
座
等
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の
使
用
等
、

発
生
抑
制
を
啓
発
。
市
内
４
団

体
の
店
舗
や
宝
塚
商
工
会
議
所

等
と
レ
ジ
袋
削
減
協
定
を
締
結

し
、
削
減
に
努
め
て
い
る
。

意
見　

市
イ
ベ
ン
ト
で
使
い

捨
て
容
器
削
減
の
取
り
組
み
を
。

【
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
】

問　

先
の
10
連
休
で
、
働
く

親
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
受
け
止
め

た
の
か
。
職
種
の
多
様
化
に
伴

い
、
休
日
保
育
を
拡
充
す
べ
き
。

答　

休
日
保
育
の
利
用
は
年

々
増
加
。
先
の
大
型
連
休
中
の

事
前
申
し
込
み
は
定
員
の
倍
以

上
だ
っ
た
。
本
年
度
に
作
成
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

後
期
計
画
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
、
計
画
に
盛
り
込
む
。

【
公
正
で
民
主
的
な
市
政
】

問　

４
月
の
県
議
選
と
市
議

選
で
、
中
川
市
長
が
特
定
の
政

党
や
候
補
者
を
推
薦
し
、
ま
た
、

応
援
し
た
こ
と
に
違
和
感
を
覚

え
た
市
民
も
少
な
く
な
い
。
地

方
行
政
の
骨
幹
の
二
元
代
表
制

に
対
す
る
市
長
の
認
識
は
。

答　

公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
地
位
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
に
該
当
し
な
い
旨
を
確

認
。
二
元
代
表
制
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　

長
と
議
会
は
緊
張
関

係
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

休
日
保
育
の
充
実
を
急
げ

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

寺
本　

早
苗
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【
保
育
士
確
保
の
施
策
】

問　

幼
児
教
育
無
償
化
の
10

月
実
施
が
決
定
し
、
今
後
待
機

児
童
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

本
市
の
保
育
士
の
充
足
状
況
は
。

答　

国
基
準
を
上
回
る
本
市

の
配
置
基
準
に
基
づ
き
正
規
職

員
は
確
保
し
て
い
る
が
、
臨
時

職
員
確
保
に
は
苦
慮
し
て
い
る
。

問　

保
育
士
確
保
に
係
る
国

の
補
助
事
業
の
実
施
状
況
は
。

答　

保
育
士
の
宿
舎
借
上
費

用
助
成
事
業
は
未
実
施
で
あ
る
。

問　

近
隣
他
市
は
ほ
と
ん
ど

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
無

償
化
が
始
ま
れ
ば
今
後
本
市
は

保
育
士
確
保
が
で
き
る
の
か
。

保
育
士
の
宿
舎
借
上
支
援
事
業

を
早
急
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

答　

事
業
の
実
現
に
向
け
、

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　

来
年
度
施
政
方
針
で

発
表
し
予
算
を
組
む
の
で
は
来

年
度
の
採
用
に
間
に
合
わ
な
い
。

早
急
に
方
向
性
を
示
す
べ
き
。

【
指
定
避
難
所
の
鍵
の
貸
与
】

問　

地
域
団
体
へ
鍵
を
貸
与

し
て
い
る
が
開
錠
者
の
免
責
は
。

答　

避
難
所
開
設
決
定
と
開

錠
要
請
は
災
害
対
策
本
部
が
行

う
た
め
、
鍵
の
保
管
者
に
鍵
使

用
に
伴
う
責
任
は
発
生
し
な
い
。

意
見　

避
難
所
が
機
能
を
果

た
す
に
は
準
備
が
必
要
。
開
設

ま
で
は
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き
。

【
福
祉
避
難
所
入
所
の
手
順
】

問　

福
祉
避
難
所
が
増
え
て

も
保
健
師
が
い
な
い
と
振
り
分

け
で
き
な
い
。
サ
ポ
ー
タ
ー
的

な
役
割
の
支
援
者
も
必
要
で
は
。

答　

民
生
児
童
委
員
連
合
会

か
ら
も
協
力
の
提
案
を
受
け
た
。

今
後
実
現
に
向
け
検
討
し
た
い
。

早
急
に
保
育
士
の
確
保
施
策
を

公
明
党
議
員
団　

三
宅　

浩
二

【
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
】

問　

街
中
で
誰
で
も
自
由
に

弾
い
て
楽
し
め
る
ス
ト
リ
ー
ト

ピ
ア
ノ
実
現
へ
の
市
の
考
え
は
。

答　

設
置
場
所
や
維
持
管
理
、

ピ
ア
ノ
確
保
な
ど
課
題
が
あ
る

が
、
研
究
し
て
い
く
。

問　

廃
校
で
不
要
と
な
っ
た

り
市
民
の
家
で
眠
っ
て
い
る
ピ

ア
ノ
を
、
思
い
出
ピ
ア
ノ
と
し

て
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
や
民
間

の
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
し
、

音
楽
の
ま
ち
宝
塚
ら
し
い
取
り

組
み
と
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ぜ
ひ
行
い
た
い
が
同
セ

ン
タ
ー
は
基
本
的
に
貸
し
館
で

制
約
が
あ
る
。
諦
め
ず
他
の
場

所
で
の
可
能
性
も
模
索
し
た
い
。

【
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
】

問　

目
指
す
べ
き
方
向
性
は
。

答　

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

や
家
庭
か
ら
の
相
談
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ

体
制
を
整
備
し
、
蓄
積
し
た
情

報
を
共
有
し
連
携
の
強
化
に
よ

り
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
。

問　

教
育
と
の
連
携
に
つ
い

て
配
置
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

拠
点
整
備
に
向
け
て
教

育
委
員
会
も
含
め
た
関
係
部
局

と
意
見
交
換
し
協
議
し
て
い
る
。

教
育
関
係
者
の
知
識
や
経
験
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
他
市
の

体
制
も
参
考
に
検
討
し
た
い
。

意
見　

あ
ら
ゆ
る
機
関
と
連

携
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を

守
る
体
制
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

【
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
】

問　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
ブ

ッ
ク
セ
カ
ン
ド
の
実
施
を
。

答　

近
隣
の
先
進
団
体
を
研

究
し
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

音
楽
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

公
明
党
議
員
団　

藤
岡　

和
枝

【
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
】

問　

市
役
所
に
設
置
し
て
は
。

答　

先
行
自
治
体
を
参
考
に
、

複
数
部
署
で
の
情
報
共
有
の
方

法
、
遺
族
の
心
情
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
案
内
場
所
、

人
員
配
置
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
。　

【
が
ん
患
者
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
】

問　

が
ん
診
療
支
援
セ
ン
タ

ー
で
相
談
事
項
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
て
ほ
し
い
が
、
状
況
は
。

答　

セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
が
、

ウ
イ
ッ
グ
や
爪
、
眉
の
ケ
ア
、

補
正
下
着
な
ど
の
相
談
に
常
時

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ス

テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
の
資
格
を
持
つ
、

が
ん
を
経
験
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
の
協
力
で
、
第
１
火
曜
日

に
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
カ

フ
ェ
も
開
催
し
て
い
る
。

【
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
】

問　

教
育
現
場
で
は
適
切
な

判
断
が
難
し
い
案
件
も
増
加
し

て
い
る
が
、
法
律
の
専
門
家
へ

の
相
談
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答　

事
案
の
初
期
段
階
で
学

校
か
ら
弁
護
士
へ
相
談
し
、
法

的
根
拠
に
基
づ
い
た
指
導
や
助

言
を
受
け
る
こ
と
で
、
問
題
の

早
期
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

【
公
立
幼
稚
園
廃
園
に
つ
い
て
】

問　

良
元
幼
稚
園
の
閉
園
後
、

遠
い
園
に
行
く
場
合
は
バ
ス
を

出
す
話
を
聞
い
た
が
、
事
実
か
。

答　

傾
斜
地
が
多
い
な
ど
の

地
理
的
要
因
が
な
く
、
通
園
手

段
の
方
策
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　

不
確
か
な
情
報
に
よ

っ
て
誤
っ
た
選
択
を
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
園
を
通
じ
て
正
し

い
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

教
育
に
長
け
た
弁
護
士
の
増
員
を

公
明
党
議
員
団　

江
原　

和
明

【
通
学
路
の
安
全
対
策
】

問　

西
山
小
学
校
区
の
な
か

よ
し
橋
で
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
。
通
学
路
で
生
じ
た
事
故
の

再
発
防
止
の
た
め
に
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

事
故
後
、
信
号
守
れ
の

看
板
と
止
ま
れ
の
表
示
を
し
た
。

６
月
末
に
は
街
路
灯
を
新
設
し

夜
間
の
照
度
を
高
め
る
。
ス
ロ

ー
プ
の
勾
配
緩
和
工
事
は
夏
休

み
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

事
故
情
報
を
受
け
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
他
市

の
よ
う
に
市
内
で
の
自
転
車
事

故
の
情
報
を
落
と
し
込
ん
だ
マ

ッ
プ
を
作
成
で
き
な
い
か
。

答　

宝
塚
警
察
署
と
協
議
し

検
討
し
て
い
く
。

問　

宝
塚
市
す
み
れ
子
ど
も

安
全
マ
ッ
プ
を
市
内
の
幼
稚
園

や
保
育
所
に
配
布
す
る
こ
と
で
、

お
散
歩
コ
ー
ス
の
見
直
し
な
ど

に
活
用
が
期
待
さ
れ
、
地
域
全

体
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

市
内
の
全
就
学
前
施
設

に
校
区
の
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
。

【
教
育
と
福
祉
の
連
携
強
化
】

問　

従
来
の
縦
割
り
型
組
織

で
は
な
く
、
包
括
的
か
つ
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
期
待
で
き
る

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

設
置
に
つ
い
て
、
た
か
ら
っ
子

「
育
み
」
プ
ラ
ン
後
期
計
画
に

盛
り
込
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

で
き
る
相
談
窓
口
の
設
置
と
、

家
庭
児
童
相
談
室
の
役
割
を
含

む
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

の
整
備
を
計
画
に
盛
り
込
む
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
安
全
対
策
を

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

村
松
あ
ん
な



16宝塚市議会報 第243号　令和元年（2019年）8月1日　

■
本
会
議
場

受
付
は
、
市
庁
舎
４
階
本
会

議
場
で
す
。
傍
聴
席
は
84
席

（
内
、
車
い
す
席
２
席
、
磁
気

ル
ー
プ
席
26
席
）
あ
り
ま
す
。

■
委
員
会
室

受
付
は
、
市
庁
舎
３
階
議
会

事
務
局
で
す
。
傍
聴
席
は
10
席

程
度
で
す
の
で
、
満
席
の
場
合

は
、
音
声
情
報
の
み
を
提
供
し

て
い
る
別
室
に
ご
案
内
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

ご
希
望
の
方
は
、
障
害
福
祉

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

FAX
０
７
９
７
－
72
－
８
０
８
６

日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
9
月
定
例
会
等
の
日
程

議会報告会
皆さまのご参加をお待ちしています。

開催日　11月 9日（土）
時　間　午前10時～正午

（開場：午前 9時30分）
会　場　東公民館 3 階
　　　　301・302学習室
　　　　阪急山本駅から南に 5 分
内　容　 9 月定例会の報告

無料
申込不要

　 7 月27日に中央公民館で開催しました議会報告会に、
多数ご参加いただきありがとうございました。

※一時保育を実施しています。
　申し込みは10月31日（木）まで。
　また、手話通訳、要約筆記は10月24日（木）までに
　ご連絡ください。

問い合わせ　議会事務局　議事調査課
TEL：0797-77-2168　 FAX：0797-74-6902
E-Mail：m-takarazuka0178@city.takarazuka.lg.jp

市議会の情報はこちらから
◆市議会ホームページ

　会議日程や議案審査の結果等をご覧いただけます。
また、本会議や委員会の会議録検索もできます。

◆インターネット中継・録画配信
　本会議の模様を動画で配信しています。スマートフォン・
タブレットでも視聴可能です。

◆Facebook 
　本会議や委員会の開催日程のほか、議会報告会や意見交換
会など市議会主催イベントの情報などをお知らせしています。

◆エフエム宝塚　83.5MHz
　毎週 2 回（月・木）11時55分から 5 分間、市議会の話題を
お届けしています。
　一般質問（録音）や議員インタビューも放送しています。
8 月19日には正副議長インタビューを放送する予定です。詳
しい日程は、市議会ホームページでご確認ください。

で検索宝塚市議会

９
月
定
例
会
等
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

10月 9月 8月
28日 25日 24日 23日 21日 7日 4日 3日 30日 27日 26日 25日 24日 12日 11日 10日 9日 6日 5日 4日 2日 30日
月 金 木 水 月 月 金 木 月 金 木 水 火 木 水 火 月 金 木 水 月 金
決
算
特
別
委
員
会
（
総
括
）

決
算
特
別
委
員
会

本
会
議
（
予
備
日
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

一
般
質
問
（
予
備
日
）

一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
②
（
予
備
日
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
②

文
教
生
活
常
任
委
員
会
②

総
務
常
任
委
員
会
②

産
業
建
設
常
任
委
員
会
①

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会
①

文
教
生
活
常
任
委
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会
①

総
務
常
任
委
員
協
議
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

最後までお読みいただき
ありがとうございます。

誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1 番 1 号
TEL  0797-77-2168（直通）
FAX  0797-74-6902

　議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。
　発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　 （ 9 時～19時まで）

◆
今
期
初
の
議
案
審
査
＆
一
般

質
問
、
如
何
で
し
た
か
？
本
会

議
は
動
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
が
、
是
非
リ
ア
ル
な
や
り

取
り
も
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
は
６
日
・
８
日
が
原
爆

忌
、
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
。
身
近
に

あ
る
「
戦
争
と
平
和
」
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。　

（
大
島
）

◆
今
春
初
め
て
議
会
に
送
り
出

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
か
け
は

し
を
編
集
す
る
広
報
広
聴
委
員

会
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
市

議
会
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
、

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。
か

け
は
し
は
市
民
と
議
会
と
を
結

ぶ
、
橋
な
の
で
す
。
（
横
田
）

※
議
会
報
か
け
は
し
定
例
会
号

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
令
和
元
年
12
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

市議会議場


